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�広報まつまえ 平成１８年１２月号

�������	
 � ��
��� ����

　
　

月　

日
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

１０

１５

プ
ラ
ン
ド
い
さ
り
び
に
お
い
て
、

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
に
よ
る

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

北
海
道
、
東
北
地
方
で
数
多
く

の
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
大
湊

音
楽
隊
の
演
奏
は
と
て
も
迫
力
が

あ
り
、　

名
の
観
客
を
魅
了
し
ま

３５０

し
た
。

　

ま
た
、
町
民
と
の
交
流
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
大
湊
音
楽
隊
の
演
奏

で
、
見
野
松
前
警
察
署
長
が
指
揮

者
と
な
り
、
藤
村
盛
さ
ん
（
字
江

良
）
が
松
前
桜
音
頭
を
熱
唱
し
ま

し
た
。
会
場
は
観
客
の
皆
さ
ん
も

踊
り
出
す
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で

し
た
。
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月　

日
、
藩
屋
敷
駐
車
場
北

１０

２２

側
に
お
い
て
、　

チ
ー
ム
が
参
加

１５

し
、
町
民
綱
引
き
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

か
け
声
を
合
わ
せ
な
が
ら
本
格

的
に
参
戦
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、

ど
の
チ
ー
ム
も
力
い
っ
ぱ
い
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
、
家
族
や
友
だ
ち

を
応
援
す
る
大
き
な
声
援
は
、
さ

ら
に
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
少
し
肌
寒
さ
を
感
じ
た

当
日
、
頑
張
っ
た
選
手
た
ち
や
応

援
の
皆
さ
ん
は
、
松
前
婦
人
の
会

の
協
力
を
得
て
振
舞
わ
れ
た
温
か

い
豚
汁
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
、

疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
　

（
紙
面
の
都
合
上
、
優
勝
チ
ー
ム

の
み
掲
載
）

�
�
�
�
�
�

　

優
勝　

チ
ー
ム
根
ボ
ッ
ケ
（
海

上
自
衛
隊
松
前
警
備
所
）

�
�
�
�
�
�

　

優
勝　

の
び
太
の
マ
マ
チ
ー
ム

 　
　
　
（
大
磯
保
育
所
保
護
者
・

保
育
士
）

�
�
�
�
�

　

優
勝　

小
島
小
学
校

�
�
�
�

※
順
位
な
し
。
参
加
チ
ー
ム
名
掲
載

　

清
部
保
育
所
・
大
磯
保
育
所
・

　

朝
日
保
育
所
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� 広報まつまえ 平成１８年１２月号
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�広報まつまえ 平成１８年１２月号
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町
文
化
祭
が
『
古
城
の
大
地
・

心
ふ
れ
あ
う
文
化
祭
』
を
テ
ー
マ

に　

月
４
日
、
５
日
の
２
日
間
、

１１
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
、
手
芸
や
盆
栽
、

絵
画
、
書
道
、
写
真
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
自
慢
の
作
品
が
並
び
、
特

別
部
門
で
は
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、
歌
謡
や
舞
踊

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
大
勢

の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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広報まつまえ 平成１８年１２月号�

　
　

月　

日
、
松
前
町
出
身
者
で

１１

１９

組
織
し
て
い
る
「
東
京
地
方
松
前

会
」（
会
長
・
石
黒
貞
夫
）
が
東
京

都
豊
島
区
の
池
袋
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
で
、
会
員
約　

名
が
出

６０

席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
尾
助
役
や
斉
藤
議

長
が
町
政
や
町
の
近
況
の
報
告
を

し
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は
今
年

行
わ
れ
た
松
前
城
築
城　

年
祭
の

４００

各
種
記
念
事
業
の
様
子
も
映
像
で

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま

っ
た
仲
間
と
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し

い
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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月　

日
、松
前
藩
屋
敷
で『
第

１０

２２

３
回
松
前
藩
屋
敷
秋
の
味
覚
と
マ

グ
ロ
ま
つ
り
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
沖
で
と
れ
た
本

マ
グ
ロ
を
多
く
の
方
々
に
食
べ
て

い
た
だ
こ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
午
前
と
午
後
に
行
わ

れ
た
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
を
は
じ

め
解
体
し
た
マ
グ
ロ
の
即
売
会
や

マ
グ
ロ
丼
の
早
食
い
大
会
、
ご
当

地
ソ
ン
グ
発
表
会
な
ど
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら

訪
れ
た
約
２
千
８
百
人
が
秋
の
一

日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
松
前
消
防
団
女
性

１０

１７

団
員
に
よ
る
原
口
か
ら
清
部
地
区

の
独
り
暮
ら
し
の
老
人
世
帯
を
対

象
と
し
た
防
火
訪
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
各
地
区
担
当
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
と
松
前
消
防
署
員
の
随

行
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
女
性
団
員

に
よ
る
火
気
設
備
の
取
り
扱
い
説

明
や
緊
急
時
の
通
報
、
避
難
方
法

な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訪
問
し
た
家
庭
に
い
な

り
寿
司
も
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

方
々
は
、
団
員
の
熱
心
な
指
導
を

受
け
、
防
火
に
対
す
る
意
識
を
さ

ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。
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�広報まつまえ 平成１８年１２月号

　
　

月　

日
、
町
民
総
合
セ
ン

１１

１９

タ
ー
で
『
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

６
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
前
町
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
会
長
木
村
初
枝
）

が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
、
約　

名
が
参
加
し
、「
め

１６０

ざ
そ
う
健
康
！
見
直
そ
う
生
活
習

慣
！
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
町
立
病
院
院
長
の
木

村
眞
司
先
生
が
講
師
と
な
り
、「
健

康
で
楽
し
く
生
き
る
た
め
に
」
と

題
し
、
普
段
の
生
活
に
お
い
て
健

康
に
つ
い
て
気
を
つ
け
る
こ
と
な

ど
を
話
さ
れ
、
参
加
者
の
健
康
に

対
す
る
知
識
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
音
楽
で
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
」
と
題
し
て
、
ア
フ

リ
カ
太
鼓
奏
者
の
山
北
紀
彦
さ
ん

の
自
作
の
楽
器
に
よ
る
演
奏
や
、

奄
美
大
島
唄
者
の
皆
吉
え
り
こ
さ

ん
に
よ
る
奄
美
諸
島
で
古
く
か
ら

歌
わ
れ
て
い
る
民
謡
が
披
露
さ
れ
、

参
加
者
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
し
た
。
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月
３
日
、
松
前
中
学
校
体
育

１１
館
に
お
い
て
、
松
前
中
学
校
吹
奏

楽
部
第
２
回
定
期
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
昨
年
度
か
ら

開
催
さ
れ
て
お
り
、今
年
度
は『
全

力
演
奏
』
を
目
標
に
日
々
練
習
し

た
成
果
を
発
表
し
よ
う
と
、
部
員

た
ち
は
一
曲
、
一
曲
を
大
事
に
、

そ
し
て
迫
力
あ
る
演
奏
で
会
場
に

訪
れ
た
方
々
か
ら
、
た
く
さ
ん
の

感
動
の
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
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月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、

１０

２４

２６

大
島
中
学
校
１
年
生　

名
が
町
内

２０

業
者
の
協
力
を
得
て
、
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
が
生
徒
達
に
体

験
学
習
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
、
将
来
の

た
め
に
役
立
た
せ
よ
う
と
行
っ
た

も
の
で
す
。

　

希
望
し
た
職
種
で
実
際
に
働
い

て
み
た
生
徒
達
は
、
自
分
達
が
見

た
こ
と
が
な
い
仕
事
を
体
験
し
、

と
ま
ど
い
な
が
ら
も
将
来
の
た
め

に
と
い
ろ
い
ろ
興
味
を
持
っ
て
学

ん
で
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
朝
日
保
育
所
に
南

１０

１７

極
の
氷
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
１
月
ま
で
海
上
自
衛

隊
松
前
警
備
所
に
勤
務
し
、
同
保

育
所
に
通
っ
て
い
た
園
児
の
保
護

者
で
も
あ
っ
た
、
高
橋
清
吾
さ
ん

か
ら
『
保
育
所
の
園
児
た
ち
に
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
』
と
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　

園
児
た
ち
は
２
〜
３
万
年
前
の

南
極
の
氷
を
興
味
深
く
見
つ
め
、

触
っ
た
り
、
な
め
た
り
し
て
大
喜

び
し
て
い
ま
し
た
。

��
�
�
�
��
	


�
�



��
�
�
�
��
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�





広報まつまえ 平成１８年１２月号�

　
　

月
７
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

１１
お
い
て
、
松
前
警
察
署
主
催
に
よ

る
『
オ
ラ
が
街
ピ
カ
ッ
と
「
９
０

０
０
人
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
「
安

全
・
安
心
ウ
ォ
ー
カ
ー
隊
」
の
発

足
〜
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
前
町
と
福
島
町
の
街
か
ら
犯

罪
や
交
通
事
故
を
無
く
そ
う
と
、

車
や
漁
船
に
黄
色
い
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
、
日
頃
活
動
に
励
ん
で

い
る
「
オ
ラ
が
街
（
海
）・
守
り

隊
」
の
功
績
を
讃
え
た
感
謝
状
の

贈
呈
や
、
高
齢
者
や
子
供
た
ち
を

守
る
た
め
に
作
ら
れ
た
、
蛍
光

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が
両
町
の　

歳
以

６５

上
の
方
や
小
学
・
中
学
・
高
校
生

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

蛍
光
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
持
っ
た

方
々
は「
安
全
・
安
心
ウ
ォ
ー
カ
ー

隊
」
と
名
付
け
ら
れ
、
提
案
し
た

松
前
町
交
通
安
全
母
の
会
会
長
西

村
ト
セ
さ
ん
に
は
安
全
・
安
心
ウ

ォ
ー
カ
ー
隊
隊
長
の
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
オ
ラ
が
街
（
海
）・
守
り
隊
」

と
「
安
全
・
安
心
ウ
ォ
ー
カ
ー
隊
」

合
わ
せ
て
９
０
０
０
人
の
方
々
は
、

北
海
道
で
一
番
安
全
で
安
心
な
街

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
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こ
の
た
び
、田
中
廣
三
さ
ん（
字

月
島
）
が
北
海
道
社
会
貢
献
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
田
中
さ
ん
が
月
島
３

区
納
税
貯
蓄
組
合
長
及
び
松
前
町

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
納
税
貯
蓄
組
合
の

育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
、
納
税
思

想
の
普
及
高
揚
と
税
務
行
政
の
円

滑
な
推
進
に
貢
献
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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こ
の
た
び
、伊
川
利
幸
さ
ん（
字

江
良
）
が
渡
島
支
庁
長
表
彰
（
納

税
功
労
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
川
さ
ん
が
永
年
に

わ
た
り
江
良
三
協
納
税
組
合
長
と

し
て
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成
指

導
に
努
め
ら
れ
、
納
税
思
想
の
普

及
高
揚
と
納
税
行
政
の
円
滑
な
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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こ
の
た
び
、
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
が
募
集
し
た
平
成　

年
１８

度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
に
お
い
て
、
松
前
中
学
校
の

廣
瀬
綾
香
さ
ん
（
３
年
）
が
北
海

道
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
、

小
倉
麻
希
さ
ん
（
３
年
）
が
函
館

地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
租
税
教
育
の
充
実
を
目

的
と
し
て
毎
年
募
集
し
て
い
る
も

の
で
、
渡
島
管
内
か
ら　

編
の
応

６０５

募
が
あ
っ
た
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し

た
。
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�広報まつまえ 平成１８年１２月号

　
　

月
４
日
（
土
）、
町
民
総
合
セ

１１
ン
タ
ー
で
第　

回
青
少
年
健
全
育

２１

成
推
進
大
会
「
少
年
の
主
張
」（
主

催
／
松
前
町
青
少
年
健
全
育
成
連

絡
協
議
会
・
会
長
塚
田
俊
一
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
学
生　

名
・
中
学

１９

生
７
名
・
高
校
生
１
名
が
参
加
し
、

将
来
の
夢
や
希
望
、
社
会
へ
の
意

見
な
ど
を
元
気
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
者
は
、
大
人
に
ひ
け
を
と

ら
な
い
素
晴
ら
し
い
発
表
を
行
い
、

約　

名
の
聴
衆
者
か
ら
賞
賛
の
声

１８０
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
	

松
城
小
６
年　

川
内
谷
莉
子
さ
ん

松
城
小
６
年　

平
沼　

牧
さ
ん

館
浜
小
６
年　

高
橋　

葵
さ
ん

館
浜
小
６
年　

高
山
智
奈
美
さ
ん

小
島
小
６
年　

堀
川
隆
祐
く
ん

小
島
小
６
年　

村
岡
翔
貴
く
ん

小
島
小
６
年　

加
藤
里
菜
さ
ん

�
��
�
�
�
�
	

松
前
小
６
年　

滝
谷
美
春
さ
ん

松
城
小
５
年　

池
田
啓
介
く
ん

松
城
小
６
年　

小
野
寺
綾
乃
さ
ん

松
城
小
６
年　

工
藤
秀
美
さ
ん

小
島
小
６
年　

川
合
愛
香
さ
ん

大
島
小
６
年　

高
橋
美
帆
さ
ん

大
島
小
６
年　

高
橋
祐
希
さ
ん

�
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�
�
�
�
	

松
前
小
６
年　

佐
藤
莉
奈
さ
ん

松
前
小
６
年　

澤
口
か
ん
な
さ
ん

松
城
小
５
年　

荒
関
詩
穂
さ
ん

松
城
小
５
年
佐
々
木
健
太
郎
く
ん

松
城
小
６
年　

岡
田
優
香
さ
ん
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大
島
中
２
年　

藤
巻　

遥
さ
ん

大
島
中
３
年　

加
藤
杏
奈
さ
ん

�
��
�
�
�
�
	

大
島
中
１
年　

小
西
夏
子
さ
ん

大
島
中
２
年　

中
江
ま
り
ん
さ
ん

�
��
�
�
�
�
	

松
前
中
２
年　

佐
々
木
萌
華
さ
ん

大
島
中
１
年　

福
井
雄
太
く
ん

大
島
中
２
年　

小
川　

稜
く
ん
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松
前
高
校
１
年
野
坂
は
る
か
さ
ん

　
　

月
６
日
（
日
）、
福
島
町
で
第

１１

　

回
南
北
海
道
駅
伝
競
走
大
会
が

２４開
催
さ
れ
、
小
学
生
男
子
の
部
で
、

松
城
小
学
校
陸
上
少
年
団
Ａ
チ
ー

ム
が
最
終
区
間
で
逆
転
し
、
見
事

３
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日
（
日
）、
白
神
天
狗
山

１０

２２

で
野
鳥
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
学
生
６
名
・
一
般

の
方
９
名
が
参
加
し
、
日
本
野
鳥

の
会
道
南
桧
山
支
部
の
協
力
を
得

て
、　

種
類
の
野
鳥
（
オ
オ
コ
ノ

１４

ハ
ズ
ク
な
ど
）
に
実
際
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
野
鳥
に
関

す
る
詳
し
い
説
明
な
ど
も
聞
く
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
に
と
っ
て
は

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

�
��������	
�����

１
区　

堀
川
貴
樹（
松
城
小
６
年
）

２
区　

松
谷　

涼（
館
浜
小
６
年
）

３
区　

阿
久
寛
弥（
松
城
小
６
年
）

４
区　

松
井
俊
樹（
松
城
小
６
年
）
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小
学
生
男
子
の
部
（　

チ
ー
ム
参
加
）

１８

　

松
城
小
Ｂ　

９
位

　

松
城
小
Ｃ　
　

位
１４

　

松
城
小
Ｄ　
　

位
１５

　

松
城
小
Ｅ　
　

位
１７

小
学
生
女
子
の
部
（　

チ
ー
ム
参
加
）

１７

　

松
城
小
Ａ　

６
位

　

松
城
小
Ｂ　
　

位
１５

中
学
生
男
子
の
部
（　

チ
ー
ム
参
加
）

１２

　

松
前
中
野
球
部
Ａ　

４
位

　

松
前
中
野
球
部
Ｂ　

８
位

一
般
男
子　

才
以
上
の
部

４５

（　

チ
ー
ム
参
加
）

１２

　

松
前
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
８
位

　
　

月　

日
（
火
）、
町
民
総
合
セ

１０

２４

ン
タ
ー
で
、
道
民
カ
レ
ッ
ジ
「
ほ

っ
か
い
ど
う
学
」
出
前
講
座
（
主

催
／
北
海
道
教
育
委
員
会
・
財
団

法
人
北
海
道
生
涯
学
習
協
会
）
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
松
前
町
の
文
化
財
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
で
、
当
日
は
、　
２６

名
が
参
加
し
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
合
田
一
道
氏
に
よ
る
基
調

講
演
と
参
加
者
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
体

験
型
の
学
習
方
法
）
で
、
松
前
町

に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
、
特
に
、

北
海
道
遺
産
「
福
山
（
松
前
）
城

と
寺
町
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
、
活
発
な
意

見
交
換
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
０
６
０

４２
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広報まつまえ 平成１８年１２月号�

　
　

月　

日
（
日
）、
松
城
小
学
校

１０

２２

体
育
館
で
、
松
前
城
築
城　

年
祭

４００

記
念
「
第　

回
渡
島
管
内
ス
ポ
ー

２７

ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
」（
主
催

／
渡
島
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
協

議
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、小
学
生
男
子
の
部（
団

体
６
チ
ー
ム
・
個
人　

名
）、
小
学

１６

生
女
子
の
部
（
団
体
４
チ
ー
ム
・

個
人　

名
）、
小
学
生
混
合
の
部

１４

（
団
体
７
チ
ー
ム
）、中
学
生
男
子

の
部
（
団
体
３
チ
ー
ム
・
個
人　
１２

名
）、
中
学
生
女
子
の
部
（
団
体
３

チ
ー
ム
・
個
人
７
名
）
が
参
加
し
、

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

町
内
出
場
選
手
の
主
な
成
績
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 
小
学
生
男
子
の
部

�
�
�
�

準
優
勝　

松
前
剣
道
少
年
団

 
中
学
生
男
子
の
部

�
�
�
�

優　

勝　

松
前
剣
道
少
年
団

�
�
�
�

第
３
位　

小
野
寺
太
助

 
中
学
生
女
子
の
部

第
３
位　

可
香　

葵

　

松
前
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
で
は
、
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
と
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
の
た

め
、
次
の
と
お
り
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
今
月
号
の

折
込
チ
ラ
シ
に
よ
り
申
込
み
く
だ

さ
い
。

�
��
�
�

　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

１９

１４

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

�
�
�
�
�
松
前
町
民
体
育
館

�
�
�
�
�
�
�

　

●
小
学
生
の
部（
４
〜
６
年
生
）

　

●
中
学
生
の
部

　
　

月　

日
（
土
）、
第　

回
「
松

１１

１８

１８

前　

音
楽
の
つ
ど
い
」（
実
行
委
員

長
／
伊
藤
幸
司
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
音
楽
の
つ
ど
い
」
は
、
未
来
を

担
う
松
前
っ
子
の
音
楽
活
動
発
表

の
場
と
音
楽
を
通
じ
て
松
前
町
民

の
心
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
町
民
体
育
館
を
会
場
に
、

１
個
人
・
９
団
体　

名
が
出
演
し

２４０

ま
し
た
。

　

第
一
部
の
最
初
は
、
初
参
加
の

小
川
英
貴
さ
ん
に
よ
る
三
味
線
独

奏
で
、「
津
軽
タ
ン
ト
節
」「
津
軽

あ
い
や
節
」「
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

節
」
の
３
曲
を
力
強
い
三
味
線
の

音
色
で
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
は
、
同
じ
く
初
参
加
の
原
口

小
学
校
全
校
児
童　

名
に
よ
る
合

１５

唱
「
涙
そ
う
そ
う
」
と
器
楽
合
奏

「
島
唄
」
で
、
緊
張
の
中
全
員
が

心
を
一
つ
に
し
て
発
表
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

次
の
館
浜
小
学
校
は
、
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の　

名
に
よ
る

１３

器
楽
合
奏
で「
ロ
ッ
キ
ー
」の
テ
ー

マ
と
交
響
曲
第
９
番
ホ
短
調
「
新

世
界
よ
り
」
を
、
元
気
よ
く
大
迫

力
で
聴
か
せ
、
最
後
に
リ
コ
ー

ダ
ー
で
「
里
の
秋
」
を
美
し
い
メ

ロ
デ
ィ
で
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
松
前
小
学
校
全
校
児
童

　

名
が
「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
」

５０を
合
唱
し
、
そ
の
あ
と
４
・
５
年

生　

名
の
器
楽
合
奏
「
ハ
ナ
ミ
ズ

１２
キ
」
で
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴

か
せ
、最
後
に
６
年
生　

名
が「
ユ

１６

メ
ク
イ
」
を
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ

る
演
奏
を
行
い
、
聴
く
人
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
２
年
ぶ
り
の
登
場
と

な
る
ダ
ー
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
は
、

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
「
月
光
仮
面
は

誰
で
し
ょ
う
」
と
「
白
い
ブ
ラ
ン

コ
」「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
で
、

練
習
不
足
を
感
じ
さ
せ
な
い
本
格

的
な
男
声
合
唱
を
聴
か
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

次
の
、
歌
声
サ
ー
ク
ル
・
潮
騒

合
唱
団　

名
は
、「
夢
の
世
界
を
」

１８

「
涙
そ
う
そ
う
」「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ

Ｓ
」
の
３
曲
を
混
声
三
部
合
唱
に

よ
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
聴
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
し
め
く
く
り
は
合
同

合
唱
で
、「
野
に
咲
く
花
の
よ
う

に
」
を
出
演
者
と
聴
衆
が
一
緒
に

な
り
歌
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
に
入
っ
て
最
初
は
、
小

島
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の　

名
に
よ
る
器
楽
合
奏
で
、

５２

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
と
「
シ
ェ
イ
ク
」

を
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
力
強
く
演
奏

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、「
ね
え
歌
お
う
」
を
全

員
で
元
気
よ
く
合
唱
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
島
小
学
校
の
器
楽
バ

ン
ド
女
子　

名
に
よ
る
器
楽
合
奏

２２

で
、「
ラ
・
バ
ン
バ
」
と
「
夏
祭

り
」
を
ラ
テ
ン
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ

て
軽
快
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
城
小
学
校
ス
ク
ー

ル
バ
ン
ド
女
子　

名
は
、映
画﹇
ゲ

２０

ド
戦
記
﹈
か
ら
「
テ
ル
ー
の
唄
」

と
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
を
金
管
バ
ー

ジ
ョ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
演
奏
し

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
松
前
中
学
校
吹
奏
楽

部　

名
に
よ
る
演
奏
で
す
。

２７

　

コ
ン
ク
ー
ル
や
演
奏
会
等
で
広

く
使
わ
れ
て
い
る
「
フ
リ
ー
・
ス

ピ
リ
ッ
ト
序
曲
」
で
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
響
き
を
聴
か
せ
、
踊
り
も
交
え

た
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
「
キ
ュ
ー
テ

ィ
ー
ハ
ニ
ー
」
の
曲
で
、
会
場
も

盛
り
上
が
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
が
か

か
り
、
ス
ピ
ッ
ツ
の
「
チ
ェ
リ
ー
」

を
各
パ
ー
ツ
ご
と
の
演
奏
で
応
え
、

会
場
は
盛
り
上
が
り
の
中
で
終
了

し
ま
し
た
。

　

普
段
で
は
な
か
な
か
聴
く
こ
と

の
な
い
生
の
音
楽
に
触
れ
、
会
場

を
う
め
た
約　

人
の
聴
衆
が
音
楽

６００

を
楽
し
み
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
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認
知
症
に
な
る
人
は
、
年
齢
と

と
も
に
増
え
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

　

歳
を
超
え
る
と
、
急
激
に
増
え

７５る
と
も
い
わ
れ
、
長
寿
社
会
と
な

っ
た
今
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

　

認
知
症
は
、
脳
の
障
害
に
よ
り
、

一
度
獲
得
さ
れ
た
「
記
憶
す
る
・

時
間
・
場
所
・
人
な
ど
を
認
識
す

る
な
ど
の
力
」
が
低
下
し
、
生
活

に
支
障
を
き
た
す
病
気
で
す
。
例

え
ば
、
今
日
の
朝
食
の
お
か
ず
が

思
い
出
せ
な
い
の
は
単
な
る
物
忘

れ
で
す
が
、
認
知
症
の
場
合
、
朝

食
を
食
べ
た
こ
と
自
体
忘
れ
て
し

ま
う
な
ど
最
近
の
出
来
事
を
忘
れ

る
、
同
じ
質
問
を
何
度
も
す
る
、

今
ま
で
自
分
で
で
き
て
い
た
家
事

や
作
業
が
う
ま
く
で
き
な
い
、
で

き
て
も
指
示
が
無
い
と
で
き
な
い

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

認
知
症
を
起
こ
す
疾
患
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
一
番
多
い
の
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で
す
が
、
は

っ
き
り
し
た
原
因
は
ま
だ
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
次
に
多
い
の
が
脳

血
管
障
害
（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
）

に
よ
る
、
脳
血
管
性
認
知
症
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

認
知
症
は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
な
い
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
研
究
で
は
、�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
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�
�



　

研
究
で
わ
か
っ
て
き
て
い
る
認

知
症
の
危
険
因
子
を
避
け
、
年
齢

と
と
も
に
、
発
症
す
る
人
が
多
く

な
る
認
知
症
を
（
認
知
症
に
な
ら

ず
に
健
康
で
長
生
き
で
き
る
よ
う

に
）�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
で
す
。

�
�
�
�
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�
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�
�



　

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病

は
脳
出
血
や
脳
梗
塞
を
招
き
や
す

く
、
脳
血
管
性
の
認
知
症
の
危
険

因
子
と
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

病
気
を
防
ぐ
た
め
、
健
診
で
自
分

の
体
の
状
態
を
知
り
、
再
検
査
の

結
果
の
場
合
は
放
置
せ
ず
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

　
「
歩
く
」な
ど
の
有
酸
素
運
動
は
、

脳
の
血
流
が
増
し
、
脳
を
刺
激
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

特
に
、
野
菜
・
果
物
・
魚
を
多

く
食
べ
る
人
は
、
認
知
症
に
な
り

に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

　

活
気
の
な
い
生
活
が
続
く
と
、

脳
だ
け
で
な
く
全
身
の
老
化
が
進

み
や
す
く
な
り
ま
す
。
趣
味
や
友

達
付
き
合
い
な
ど
を
楽
し
む
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
こ
と
も
脳
を
活
性
化

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
簡
単
な
計
算
を
す
ば
や
く
行
う
、

文
章
を
声
に
出
し
て
読
む
な
ど
で

脳
を
刺
激
す
る
。（
楽
し
ん
で
続

け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
）

②
日
記
を
つ
け
、「
昨
日
は
○
○
し

た
」
と
い
う
最
近
の
こ
と
を
思
い

だ
す
力
を
鍛
え
る（
食
べ
物
日
記
・

運
動
日
記
な
ど
）
慣
れ
た
ら
、
２

日
遅
れ
・
３
日
遅
れ
の
日
記
に
挑

戦
も
。

③
２
つ
以
上
の
こ
と
を
同
時
に
進

行
し
な
が
ら
、
両
方
に
注
意
を
配

る
力
を
鍛
え
る
（
例
え
ば
、
料
理

→
魚
を
焼
き
な
が
ら
煮
物
を
し
、

同
時
に
洗
い
物
）
早
歩
き
し
な
が

ら
人
と
話
す
、
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
テ
レ
ビ
を
見
る
、
片
付
け
・
計

算
を
す
る
時
に
、
て
き
ぱ
き
と
行

い
時
間
を
縮
め
る
努
力
を
す
る
な

ど
。

④
新
し
い
こ
と
を
す
る
時
に
、
段

取
り
を
考
え
て
行
う
力
を
つ
け
る
。

例
え
ば
、
新
し
い
料
理
レ
シ
ピ
を

考
え
試
作
・
囲
碁
や
ト
ラ
ン
プ
な

ど
頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
を
す
る
・
花

壇
づ
く
り
の
計
画
・
パ
ソ
コ
ン
を

学
び
、
パ
ソ
コ
ン
で
仕
事
す
る
手

順
を
考
え
る
な
ど
。
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減
塩
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、

実
践
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、

毎
年
、
各
地
区
で
「
う
す
味
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
詳
し
く
は
、
対

象
地
区
に
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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８日（金）午前・午後
２２日（金）午前・午後
２３日（土）休診

６日（水）午前・午後
１３日（水）午前・午後
２０日（水）午前・午後
２７日（水）午前・午後

４日（月）午後
１８日（月）午後

７日（木）午前�江本
２３日（土）午前�松村
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●
年
末
の
通
常
診
療
は
�
��
�
��

��

�
�
�
ま
で
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

　

日
の
予
防
接
種
は
行
い
ま
せ
ん
。

２９●
年
始
の
通
常
診
療
は�
�
�
�

�
�
�
か
ら
行
い
ま
す
。

●
年
末
年
始
期
間
中
の
臨
時
診
療

に
つ
い
て

年
末
年
始
の
休
暇
が
長
期
間
（　
１０

日
間
）
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

間
、
次
の
と
お
り
臨
時
診
療
を
行

い
ま
す

人
工
透
析
は
年
末
年
始
・
祝
日
に

か
か
わ
ら
ず
行
い
ま
す
。

※
各
日
程
と
も
受
付
は
午
前
７
時

　

分
か
ら　

時
ま
で
、
診
療
開
始

３０

１１

は
午
前
８
時　

分
か
ら
で
す
。

３０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�
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�
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�
�
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月　

日
は
祝
日
で
す
が
、
内

１２

２３

科
（
循
環
器
・
松
村
医
師
）
の
み

臨
時
診
療
し
、
他
科
は
休
診
と
な

り
ま
す
。

　

耳
鼻
咽
喉
科
に
つ
い
て
は
、　
２２

日
（
金
）
午
前
・
午
後
診
療
を
行

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

平
成　

年
１
月
か
ら
外
科
外
来

１９

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
中

の
み
の
診
療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

時
間
外
で
も
救
急
の
場
合
は
対
応

い
た
し
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�

　
　

月
か
ら
３
月
ま
で
、
毎
月
第

１２
２
金
曜
日
の
耳
鼻
咽
喉
科
診
療
の

受
付
時
間
が
午
後
２
時　

分
ま
で

３０

と
な
り
ま
す
。

��������	
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��������������������� !"#$�%

　

こ
ん
に
ち
は
！　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
。
皆
さ
ん
の
一
年
は
い

か
が
で
し
た
か
？　

私
に
は
楽
し
く
か
つ
充
実
し
た
一
年
で
し
た
！　

来
年
も

こ
の
調
子
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

　

病
院
に
は
、
町
民
の
方
々
か
ら
数
々
の
展
示
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
患
者
様

の
目
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
先
日
は
車
椅
子
２
台
と
ピ
ア
ノ
を
御
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
町
立
病
院
で
は
演
芸
会
・
演
奏
会
の
出
演
者
を
求
め
て
い
ま
す
。

踊
り
、
唄
、
演
奏
、
落
語
な
ど
、
自
薦
で
も
他
薦
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
是
非

事
務
長
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

さ
て
、
今
回
と
次
回
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
で
す
。
年
末
年
始
は
飲
む
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
か
ら
ネ
。 

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
（
度
が
過
ぎ
な
け
れ
ば
）
と
て
も
よ
い
も
の
で
す
よ
ね
。
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
、
気
持
ち
が
軽
く
な
る
、
楽
し
く
な
る
、
な
ど
な
ど
。
皆
さ

ん
は
お
飲
み
に
な
り
ま
す
か
？　

ビ
ー
ル
で
す
か
、
日
本
酒
で
す
か
、
そ
れ
と

も
焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ワ
イ
ン
？　

私
は
も
と
も
と
弱
い
方
で
、
飲
み
会
の

時
に
少
し
だ
け
（
？
）
ビ
ー
ル
と
日
本
酒
を
頂
く
ぐ
ら
い
。
す
ぐ
顔
が
赤
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
ど
ん
な
効
用
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
不
安
感
を
和
ら
げ

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
ま
っ
た
気
持
ち
を
静
め
る
あ
る
い
は
眠
気
を

起
こ
す
と
い
う
働
き
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
で
カ
リ
カ
リ
し
て
し
ま
っ
た
（
私
で

し
ょ
う
か
？
）、
ど
う
に
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
な
い
、
と
い
う
と
き
に
、
飲
む
と

緊
張
が
解
け
て
い
く
わ
け
で
す
。
ほ
か
に
は
「 
脱
抑
制 
」
と
い
う
働
き
も
あ
り

�
�
�
�
�
�

ま
す
。
こ
れ
は
、
普
段
は
理
性
で
あ
る
程

・
・
・
度・ 
抑 
え
ら
れ
て
い
る
部
分
を
解
き
放

�
�

つ
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
よ
っ
て
飲
み
会
の
時
な
ど
に
人
が
意
外
な
一
面
を

見
せ
た
り
、 
羽  
目 
を
外
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

�
�
�

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
ど
ん
な
悪
さ
を
す
る
ん
で
し
ょ
う
？　

酔
っ
ぱ
ら
う
と
頭
の

働
き
が
鈍
り
（「 
本  
地 
が
な
く
な
っ
て
」）、
周
り
の
こ
と
が
ち
ゃ
ん
と
把
握
で
き

�
�
��

な
く
な
る
。
し
か
も
と
っ
さ
の
時
の
反
応
が
鈍
る
。
だ
か
ら

・
・
・
飲
酒
運
転
は
い
け

な
い
わ
け
で
す
ネ
。
ま
た
、
飲
み
過
ぎ
は
肝
臓
だ
け
で
な
く
ご
家
族
に
も
負
担

が
か
か
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
病
気
や
健
康
問
題
に
つ
い
て
は
次
回
。

　

最
後
に
睡
眠
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
つ
い
て
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
眠

り
を
最
初
の
数
時
間
深
く
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
か
え
っ
て
睡
眠
が
浅
く
な
り

ま
す
。
ま
た
お
し
っ
こ
が
増
え
ま
す
か
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
も
目
が
覚
め
や
す
く

な
り
ま
す
。
眠
れ
な
い
か
ら
飲
む
と
い
う
の
は
本
当
は
か
え
っ
て
睡
眠
を
悪
く

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
眠
れ
な
い
方
、
ご
相
談
下
さ
い
。

　

年
の
暮
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
飲
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う

に
！　

で
は
ま
た
。　
 

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
��

日　

時

　

月　

日
（
土
）

１２

３０

午
前

１
月
４
日
（
木
）

午
前

１
月
５
日
（
金
）

午
前

診
療
科
目

内
科

小
児
科

内
科

外
科

小
児
科

内
科

外
科

小
児
科

整
形
外
科
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童話の日（絵本の読み聞かせ）
（１４：００～１４：３０ �総 ）
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耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１４：３０ 町立）
資源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

内科（循環器）診療（８：３０～１１：００ 町立）
栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（白神～建石）

童話の日（クリスマス会）
（１４：００～１５：３０ �総 ）定期健康相談（茂草・�健 ）

１歳６カ月児健診（１２：３０～１２：４５ 町民）
３歳児健診（１３：００～１３：１５ 町民）
眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃える粗大ごみ（館浜～原口）

町立病院臨時診療日
（内科（循環器）のみ
 　  ８：３０～１１：００）

耳鼻咽喉科診療
（８：３０～１４：３０ 町立）
資源ごみ ビンほか
　　　 （豊岡～建石）

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（�健 ）
資源ごみ カンほか（豊岡～建石）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
古文書講座（１９：００～２１：００ �総 ）
乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
年金相談（９：００～１５：００ 役場）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（白神～建石）

町立病院臨時診療日
（内科・小児科のみ
 　  ８：３０～１１：００）

※各種予防接種は、 
　お休みします。

眼科診療（８：３０～１５：００ 町立）
燃えないごみ・燃えない粗大ごみ（館浜～原口）

町立病院臨時診療日
（内科・小児科・外科
・整形外科・リハビリ
　　 ８：３０～１１：００）
燃える粗大ごみ
　　　 （白神～建石）

町立病院臨時診療日（内科・小児科・外科・
リハビリ　８：３０～１１：００）
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�
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�
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�

�
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町立：町立松前病院
�町体 ：町民体育館
�総 ：町民総合センター
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター
�憩 ：老人憩の家　�会館 ：町内会館
�健 ：健康センター
�福 ：月島福祉の家

�寿 ：寿の家
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
�ふ ：ふれあい公園パークゴルフ場
�社協 ：社会福祉協議会 �
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�������

������
�������	

���������
���

�����
（１１：３０～ 温泉旅館矢野）
����
（９：３０～ 旧松前郵便局前出発）

�����������

�� 広報まつまえ 平成１８年１２月号

���

�������	
��
カンほか
カン、紙パック、ダンボール、古紙、その他の紙

ビンほか
ビン、ペットボトル、その他のプラスチック

�������	
��
��
�健 ：健康センター　　　　１０：００～１４：００
茂草：茂草町内会館　　　１２：３０～１４：３０

��������	

　貸出時間 
　・火曜日～土曜日　１３：００～２１：００
　・日曜日　１３：００～１７：００
　場所　江良�町体 

資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）

 整形外科・脊椎疾患専門外来
　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：前側石油

股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ 町立）
リハビリ教室（１３：００～１５：３０ �総 ）
資源ごみ ビンほか（清部・江良・原口）資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）スタンド営業：川菱商会

資源ごみ ビンほか（白神～月島、館浜～茂草）

整形外科・脊椎疾患専門外来
　　　　　　　　　　（１３：３０～１５：００ 町立）
資源ごみ カンほか（白神～月島、館浜～茂草）スタンド営業：太平洋石油

資源ごみ ビンほか（清部・江良・原口）資源ごみ カンほか（清部・江良・原口）スタンド営業：全店営業

スタンド営業：全店休業スタンド営業：全店休業スタンド営業：全店営業
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�����（１０：００～１２：００ 大島支所）

�����（１３：００～１５：００ 小島支所）

�����（１３：００～１５：００ 大沢支所）
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�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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�
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「
た
ば
こ
」
に
よ
る
火
災
は
、
毎

年
発
生
原
因
の
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
平
成　

年
中
の
住
宅
火
災

１７

件
数
１
８
、
７
５
１
件
の
う
ち
、

「
た
ば
こ
」
が
原
因
と
な
っ
て
発

生
し
た
火
災
は
２
、
３
１
３
件
で

　

・
３
％
を
占
め
、
コ
ン
ロ
、
放

１２火
及
び
放
火
の
疑
い
に
続
き
出
火

原
因
の
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
ば
こ
」が
原
因
と
な
っ
た
火

災
の
発
生
経
過
か
ら
み
ま
す
と
、

「
投
げ
捨
て
」
が
最
も
多
く
、
続

い
て
「
灰
皿
か
ら
た
ば
こ
の
火
種

が
落
下
し
た
場
合
等
」、「
消
し
た

は
ず
の
た
ば
こ
が
再
び
燃
え
出
す

場
合
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
死

者
数
の
約　

・
３
％
が
「
た
ば
こ
」

１６

が
原
因
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
大

半
が
発
見
の
遅
れ
等
に
起
因
す
る

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

た
ば
こ
を
出
火
原
因
と
し
た
火

災
の
多
く
は
、
喫
煙
者
の
火
気
管

理
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
や
不
注
意
等
に
よ
り
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
に
「
た
ば
こ
」
は
健
康
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
様
に
防
火
に
お

い
て
も
「
た
ば
こ
」
が
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
１
年
の
最
後
の
月
で
、

何
か
と
忙
し
く
あ
わ
た
だ
し
い
雰

囲
気
に
な
り
ま
す
が
、
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
火
災
を
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
た
ば
こ
」に
よ
る
火
災
を
防
止

す
る
た
め
次
の
こ
と
に
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。
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�
　

消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
内
の
方
で
、

こ
の
講
習
を
受
け
て
い
な
い
方

　
�
　

右
記�
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
内
で
、
こ
の
講
習
を
受

け
て
い
な
い
方

　
�
　

右
記�
又
は�
の
受
講
期
間
を
経
過
し
て
い
る
方

　
（
注
）　

受
講
期
間
を
経
過
す
る
と
消
防
法
違
反
点
数
（
５
点
）
が
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
違
反
点
数
は　

点
で
免
状
返
納
と
な
り

２０

ま
す
。
ま
た
、
消
防
設
備
士
免
状
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
で
現
在
業
務

上
使
用
し
て
い
な
い
方
で
も
こ
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
　

平
成　

年　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で

１８

１１

２７

１２

２０

�
�
�
�
�
　

平
成　

年
１
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で

１９

１６

２０

◆
講
習
地
及
び
会
場
等
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

松
前
消
防
署　

予
防
係�
　

－

２
１
１
９
ま
で

４２

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�　
飲
み
込
ん
だ
も
の
が
誤
っ
て
気
管
に

入
る
と
、
呼
吸
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

苦
し
が
っ
て
い
て
も
呼
吸
が
で
き
る
な
ら
ば
無
理
に
出
そ
う
と
せ
ず
、

病
院
に
運
ぶ
。
そ
の
ま
ま
だ
と
呼
吸
が
止
ま
り
そ
う
な
場
合
は
手
早
く
次

の
応
急
処
置
を
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

松
前
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
取
り
入
れ
た
心
肺

蘇
生
法
な
ど
人
形
を
使
っ
た
救
命
講
習
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

職
場
の
同
僚
や
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
一
緒
に
申
し
込
ん
で
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
一
人
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

詳
し
く
は
、
松
前
消
防
署　

救
急
係�
　

－

２
１
１
９
ま
で

４２

　

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
心
筋
梗
塞
や
不
整
脈
と
い
っ
た
心
疾
患
が
原
因
で
起

こ
る
心
室
細
動
（
心
臓
が
小
刻
み
に
震
え
る
だ
け
で
血
液
ポ
ン
プ

と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
状
態
）
な
ど
に
よ
る
心
停
止
を
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
除
去
（
除
細
動
）
し
、
心
臓
を
正
常
な
状
態

に
戻
す
装
置
で
す
。
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①特定の者が選挙人名簿に登録された者であるかどうか確認するために閲覧する場合
②公職の候補者等、政党その他の政治団体が政治活動・選挙活動を行うために閲覧する場合
③統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研究で公益性が高いと認められるもののうち政治・選
挙に関するものを実施するために閲覧する場合

※ただし、市区町村選挙管理委員会は閲覧により知り得た事項が不当な目的に利用されるおそれがある場合等に閲
覧を拒否することができるとされています。
※また、一部市区町村で認められていた選挙人名簿抄本のコピーについて、今後は認められないこととなります。

�������	
��
������������	

※「閲覧申出書」の用紙については、各市区町村選挙管理委員会で入手できます
※②の「公職の候補者等」欄の�の資料は、現職は省略可能です。「政党その他の政治団体」欄の�の資料は、現職
が所属する政治団体は省略可能です。

このほか、実際に閲覧をするにあたっては、本人確認のため、顔写真付きの身分証明書を提示してい
ただく必要があります。

�������	
��
����
①閲覧情報の他目的利用、第三者提供の禁止
　　閲覧により知り得た事項を、本人の事前の同意を得ないで利用目的以外の目的に利用し、又は事前に申し出た
以外の者に取り扱わせることは禁止されます。

②市区町村選挙管理委員会による勧告及び命令制度
　　市区町村選挙管理委員会は、不正な閲覧、閲覧により知り得た事項の他目的利用や第三者提供が行われている
場合、個人の権利利益を保護するために必要があると認めるときは、勧告や命令をすることができます。市区町
村選挙管理委員会は、その他必要な限度において申出者から必要な報告をさせることができます。

③氏名・利用目的の概要等の公表制度
　　市区町村選挙管理委員会は、毎年少なくとも１回、選挙人名簿抄本の閲覧の状況について、閲覧申出者の氏名、
閲覧対象となった選挙人の範囲、利用目的の概要等について公表することとなります。

④罰則の整備
　（１）偽りその他不正の手段により閲覧した場合や他目的利用・第三者提供をした場合、３０万円以下の過料が課さ

れます
　（２）市区町村選挙管理委員会の命令に違反した場合、６ヶ月以下の懲役又は３０万円以下の罰金が課されます。

③調査研究

②政治活動・選挙活動

①登録の有無の確認

必要な書類

政党その他の
政治団体公職の候補者等

�閲覧申出書

�調査研究の概要・実
　施体制を示す資料

�閲覧申出書

�政治団体設立
　届出書の写し

�活動実績を示
　す資料

�閲覧申出書

�公職の候補者
　となろうとす
　る者であるこ
　とを示す資料

�閲覧申出書
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豊
岡
地
区
に
建
設
し
て
い
る
町

営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
	



場　

所　

豊
岡　

番
地

２５５

構　

造　

木
造
２
階
建

戸　

数　

２
棟
８
戸
の
う
ち
３
戸

床
面
積　

１
戸　
　

･　

㎡

７９

３８

�
�
�
�
�
�

次
の�
か
ら�
を
み
た
す
方　
　

�
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

�
入
居
者
・
同
居
者
の
平
成　

年
１７

の
収
入
が
次
の
金
額
を
超
え
な

い
方
（
左
表
は
入
居
者
・
同
居

者
数
別
に
よ
る
収
入
の
目
安
で

す
。）

�
国
税
・
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

�
�
�

　

入
居
・
同
居
者
の
収
入
に
よ
り

月
額
２
万
７
千
９
百
円
か
ら
４
万

６
千
百
円
の
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�

　

所
定
の
申
込
書
（
役
場
生
活
環

境
課
建
設
グ
ル
ー
プ
及
び
各
支
所

保
管
）
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

月
８
日
（
金
曜
日
）
ま
で

１２

�
�
�
�
�

　

有
資
格
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
で

選
考
し
決
定
し
ま
す
。　
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平
成　

年　

月
下
旬

１８

１２

�
�
�
�

　

敷
金
は
入
居
時
の
家
賃
の
３
ヶ

月
分
で
前
納
と
な
り
ま
す
。

�������	
��
　町では、国、道と協力して道路の除排雪をはじめ各種の雪害対策し

ていますが、町民の皆さんも次のことに心がけ、除排雪作業へのご協

力をお願いいたします。
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※除排雪の際には、玄関先に雪を残すなど、ご不便をおかけすること

がありますが、ご理解をいただきたく、またお年寄り家庭などは、地

域のご支援もよろしくお願いします。
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・国道については、函館開発建設部江差道路事務所（�０１３９－５２－０１０７）

・道道については、函館土木現業所松前出張所（�４２－２２６１）

・町道については、役場生活環境課建設グループ（�４２－２２７５）
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４人入居２人入居１人入居入居区分

５,１０３,９９９円４,１５１,９９９円３,６７５,９９９円金　額

※　同一金額でも２人以上に収入がある場
合または、高齢者、身体障害等の場合には、
若干異なります。
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広報まつまえ 平成１８年１２月号��
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社
会
保
険
庁
で
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
受
給
者
の
皆
様
の
現
況

確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、　

月
生
ま
れ
の

１２

方
か
ら
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

誕
生
月
の
上
旬
に
、
現
況
届
が

不
要
で
あ
る
旨
、
社
会
保
険
庁
か

ら
通
知
が
届
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

今
ま
で
ど
お
り
現
況
届
の
ハ
ガ

キ
が
届
き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
が
必
要
な
理
由

　

社
会
保
険
庁
に
登
録
し
て
あ
る

本
人
情
報
（
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
住
所
）
が
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報

と
一
致
し
て
い
な
い
場
合
等
、
例

外
的
に
、
現
況
届
が
必
要
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
を
提
出
す
る
際
、
現
況

届
の
住
民
票
コ
ー
ド
記
入
欄
へ
記

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
翌
年
か
ら

の
現
況
届
は
不
要
に
な
り
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
、
老
後
の
年
金

だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
の
年

金
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
に
応
じ
て
免
除
申
請
し
ま
し
ょ

う
。

　

免
除
の
種
類
と
内
容
に
つ
い
て

は
、
役
場
保
健
福
祉
課
又
は
各
支

所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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�
�
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�

　付加保険料（月額４００円）を納付

すると老齢基礎年金に上積みされ

る形で付加年金が支給されます。

付加年金額は（２００円×付加保険料

納付月数）で算出され、物価スライ

ドはありません。
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　２年で納めた保険料の元がとれ

ることになります。なお、付加保険

料納付申出手続きは役場または各

支所でできます。
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��広報まつまえ 平成１８年１２月号

　

町
で
は
、
次
の
町
有
財
産
を
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い
し

ま
す
。

�
��
�

�
�
�
�
�

・
所
在　

字
博
多　

番　
１７４

２０

・
地
目　

雑
種
地

・
地
積　
　

・　

㎡
（　

・　

坪
）

２９９

４４

９０

５８

�
�
�
�
�

　

一
般
の
住
宅
建
設
用
地
と
し
て

�
�
�
�
�

　

３
百　

万
９
千
円

８５

�
�
�
�
�
�
�
	



　

平
成　

年　

月　

日
（
月
）

１８

１２

１８

　

午
前　

時　

役
場

１０

�
�
�
�
�
�
�
	

　

現
在
、
松
前
町
に
住
所
が
有
り
、

個
人
又
は
法
人
（
法
人
の
代
表
者

を
含
む
。）で
町
税
等
の
滞
納
が
な

い
者
な
ど
制
限
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

入
札
希
望
者
は
、
入
札
参
加
申

込
書
に
よ
り　

月
１
日
か
ら　

月

１２

１２

８
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
課
管
財

グ
ル
ー
プ
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

�
�
�
�

　

一
部
、
水
道
設
備
の
負
担
を
伴

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

入
札
保
証
金
等
入
札
に
関
す
る

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務
課
管

財
グ
ル
ー
プ（�
　

－

２
２
７
５
）

４２

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご
み
減
ら
し
を
し
て
み
る
と
、
燃
え
な
い
ご
み
、
そ
れ
も
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
な
か

な
か
減
ら
な
く
て
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詰
め
替
え
商
品
を
利
用
し
た
り
し
て
も
な
か
な
か
そ
れ

以
上
減
ら
せ
な
い
。
そ
ん
な
と
き
は
、
過
剰
包
装
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
包
装
と
言

っ
て
も
、
特
別
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
贈
答
品
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の
買
い
物
が
過
剰
包
装

ぎ
み
な
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
過
剰
包
装
は
過
剰
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
す
。
業
者
は
消
費
者
が
考
え
る
前
に
、
先
回
り
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
ほ
ど
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
結
果
と
し
て
ご
み
を
増
や
し
て
い

る
の
で
す
。

　

過
剰
包
装
も
過
剰
サ
ー
ビ
ス
も
全
部
な
く
す
る
よ
う
業
者
も
消
費
者
も
協
力
し
て
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
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家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
後
、
五
品
目
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍
庫
）
の
家
電
を

捨
て
る
と
き
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
電
の
不
法
投
棄
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
払
い
た
く
な
い
人
や
、
消
費
者
か
ら
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
徴
収
し
た

の
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
さ
ず
捨
て
て
し
ま
う
処
理
業
者
が
い
る
か
ら
で
す
。
な
ん
と
も
勝
手
な
人
が
い
る
も
の

で
す
。

　

松
前
町
ば
か
り
で
な
く
、
ご
み
処
理
が
有
料
に
な
っ
た
市
町
村
で
は
、
ど
こ
で
も
不
法
投
棄
が
急
増
す
る
も
の

な
の
だ
そ
う
で
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
る
の
は
、
家
電
や
産
業
廃
棄
物
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
の
一
般
ご
み

を
有
料
化
し
た
市
町
村
で
は
、
河
川
、
海
岸
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
ご
み
箱
に
家
庭
ご
み
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
特
に
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を
有
料
で
処
理
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
高
額
な
費
用
が
か
か
る
こ

と
か
ら
処
理
に
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

不
法
投
棄
は
、
絶
対
に
や
め
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
不
法
投
棄
し
て
い
る
人
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
不
法
投
棄
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
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ご
み
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
言
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
基
に
な
る
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
大
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
資
源
を
繰
り
返
し
利
用
す
る
方
法
で
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
使
う
た
め
、
皆
さ
ん
も
リ

サ
イ
ク
ル
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ａ．松前町の広報誌及びホームぺージなどの情報についてその内容等
に対して意見や批評をしていただく方。
�������	
��
�����
�
��

Ａ．広報モニターは、７名以内を予定しており、無報酬で委嘱をお願い
しようと考えております。
�������	
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������������������� 

����

Ａ．広報モニターの意見や批評は、情報として掲載することはありません。
�������	
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����
�����������

Ａ．広報モニターの意見や批評をうけ、その内容を検討し紙面の構成や
内容の変更が行われたり、状況により内容が削除されたり新たなコー
ナーが加わることも考えられます。
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こ
れ
か
ら
本
格
的
な
寒
さ
を
迎

え
ま
す
が
、
気
温
が
お
お
む
ね
マ

イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
り
ま
す
と
、

防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
、
凍

結
し
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

床
下
の
換
気
孔
を
閉
じ
た
り
、
寒

気
の
強
い
日
や
家
を
留
守
に
す
る

時
な
ど
は
、
必
ず
水
抜
き
を
し
ま

し
ょ
う
。
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�
	



①
蛇
口
か
ら
水
を
出
し
な
が
ら
水

抜
栓
の
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
レ
バ
ー

を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
蛇
口
は
、
水
が
完
全
に
抜
け
て

か
ら
閉
め
て
く
だ
さ
い
。（
水
が
抜

け
な
い
う
ち
に
閉
め
る
と
凍
結
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
）

�
�
�
�
�
�
�

　

水
抜
栓
の
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
レ

バ
ー
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ン

ド
ル
ま
た
は
レ
バ
ー
が
動
か
な
い

時
は
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
お
湯

を
か
け
て
か
ら
動
か
し
て
く
だ
さ

い
。（
無
理
に
動
か
す
と
中
の
パ
ッ

キ
ン
が
傷
み
ま
す
の
で
注
意
）

　

万
一
、
水
道
管
が
凍
結
、
破
裂

し
た
と
き
は
、
左
記
の
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
凍
結
解
氷
ま

た
は
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
水
道
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
生
活
環
境
課
水
道

グ
ル
ー
プ
（�
　

－

５
１
７
９
）

４２

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�江

良
江
良

茂
草

松
城

福
山

豊
岡

上
川

��
�
��
�
��
�
�

株

式

会

社

原

田

設

備

工

業

中

山

配

管

設

備

川

合

建

設

株

式

会

社

ク
ド
ウ
ホ
ー
ム
設
備
工
業
株
式
会
社

小

野

寺

設

備

工

業

サ

ト

ウ

設

備

工

業

カ

マ

ダ

設

備

��
�
�

　

－

３
７
３
４

４５
　

－

２
１
５
４

４５
　

－

２
０
３
９

４４
　

－

５
０
８
８

４２
　

－

３
１
１
９

４２
　

－

５
１
７
３

４２
　

－

３
５
６
９

４２

�������	
��

���

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

　

年
１
月
１
日
現
在
で
次
の
条
件

１９を
満
た
す
方
の
申
請
書
に
基
づ
き

選
挙
人
名
簿
を
調
整
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
○
松
前
町
に
住
所
を
有
し
、
年
齢

が
満　

歳
以
上
の
方
（
年
齢
は
平

２０

成　

年
３
月　

日
現
在
）

１９

３１

○　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

３０
さ
れ
て
い
る
方
及
び
そ
の
方
の
同

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間

お
お
む
ね　

日
以
上
耕
作
に
従
事

６０

し
て
い
る
方

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�　
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
農

１８

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
直
接
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、
新
た
に

農
業
を
経
営
さ
れ
た
方
な
ど
で
条

件
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（�
　
４２

－

２
２
７
５
）
ま
た
は
各
支
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
は
、
平
成　

年
１９

１
月　

日
（
水
）
ま
で
に
町
農
業

１０

委
員
会
事
務
局
（
役
場
内
）
ま
た

は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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��広報まつまえ 平成１８年１２月号

�
�
�
�
�
�
�

　

休
み
期
間
中
の
、
出
生
、
死
亡
、

婚
姻
な
ど
の
届
出
は
、
役
場
の
日

直
警
備
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
��
�
	


�
�


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

年
末
年
始
の
役
場
閉
庁
期
間
が

大
変
長
く
な
り
町
民
の
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
た
め
、
１
月

４
日
（
木
）
に
戸
籍
謄
抄
本
・
住

民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
労
働
者
手

帳
の
交
付
な
ど
の
窓
口
業
務
を
行

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

●
年
末
の
最
終
収
集
日

　
　

月　

日
（
土
）
ま
で
収
集
し

１２

３０

ま
す
。

●
年
始
の
収
集
開
始
日

　

１
月
５
日
（
金
）
か
ら
収
集
し

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の

折
込
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

●
公
民
館
、
各
体
育
館
、
図
書
館

は　

月　

日
（
月
）
か
ら
１
月
５

１２

２５

日
（
金
）
ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

●
松
前
温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー
は
、

１
月
１
日
（
月
）
が
休
み
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、　

月　

日
（
日
）
は
午

１２

３１

前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
１

１０
月
２
日
（
火
）
は
本
来
定
休
日
で

す
が
営
業
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が　

月　

日
を
も
っ
て
閉
鎖
い

１１

１９

た
し
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
大
勢
の
皆
さ
ま

に
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
内

の
ト
イ
レ
も
来
年
４
月
の
オ
ー
プ

ン
ま
で
閉
鎖
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

��
�
　

１
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１１

３０

��
�
　

温
泉
旅
館　

矢
野

��
�
　

２
千
円

※
申
し
込
み
は
、　

月　

日
（
水
）

１２

２０

ま
で
に
会
費
を
添
え
て
役
場
総
務

課
総
務
グ
ル
ー
プ
（�
　

－

２
２

４２

７
５
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

　

町
広
報　

月
号
３
ペ
ー
ジ
に
掲

１１

載
し
ま
し
た
、
平
成　

年
松
前
町

１８

議
会
第
３
回
定
例
会
の
記
事
中

「
�
山
光
輝
氏
」と
あ
る
の
は「
�

山
幸
輝
氏
」、　

ペ
ー
ジ
松
前
藩
屋

１１

敷
に
秋
の
に
ぎ
わ
い
の
記
事
中

「
実
行
委
員
長
工
藤
國
広
」
と
あ

る
の
は「
実
行
委
員
長
工
藤
國
洋
」

の
誤
り
で
し
た
。
つ
つ
し
ん
で
お

わ
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

�
�
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��
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時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

１２月２７日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

１２月２７日�館浜生活改善センター館 浜

１２月２６日�札前生活改善センター札 前

１２月２５日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

１２月２５日�茂 草 町 内 会 館茂 草

１２月２７日�清部生活改善センター清 部

１２月２５日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

１２月２６日�

１２月２６日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�
�
�
�
�
�

������

�������	
��
����
�����　���������	
��
��
�����　������
�����　�������
　事業者の皆様へ計算方法や届出のことなど何でも
どうぞ！相談ご希望の方は商工会（�４２－２３３９）まで
ご連絡ください。



広報まつまえ 平成１８年１２月号��

　

こ
れ
ま
で
役
場
か
ら
、
支
払
い

す
る
お
金
が
あ
る
場
合
に
、
受
領

さ
れ
る
方
の
申
し
出
に
よ
り
、「
松

前
さ
く
ら
漁
業
協
同
組
合
」（
以
下

「
さ
く
ら
漁
協
」）の
口
座
へ
も
振

込
み
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
さ
く
ら
漁
協
で
は
、

来
年
２
月　

日
を
も
っ
て
信
用
事

２８

業
を
廃
止
し
、
３
月
１
日
か
ら
北

海
道
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

へ
信
用
事
業
を
譲
渡
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
譲
渡
さ
れ
る
準
備

期
間
等
も
踏
ま
え
、
役
場
で
は
、

さ
く
ら
漁
協
へ
の
口
座
振
込
み
を

２
月
１
日
以
降
行
わ
な
い
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
さ
く
ら
漁
協
へ
の
口

座
に
振
込
み
を
申
し
出
て
い
た
方

に
つ
い
て
は
、
役
場
か
ら
支
払
い

が
あ
る
場
合
に
限
り
、
変
更
先
口

座
等
の
問
い
合
わ
せ
を
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
最
近
は
口
座
振
込
み
に

関
連
す
る
詐
欺
等
が
多
数
発
生
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の

無
い
口
座
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
は
、
お
答
え
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

防
衛
庁
で
は
、
来
年
採
用
に
な

る
平
成　

年
度
２
等
陸
・
海
・
空

１８

士
自
衛
官
及
び
自
衛
隊
生
徒
の
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

��
�
�
�
�

（
１
）
２
等
陸
・
海
・
空
士
（　
１８

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子
）

２７

（
２
）
自
衛
隊
生
徒
（　

歳
以
上

１５

　

歳
未
満
の
男
子
）

１７

��
�
�
�
�

（
１
）
２
等
陸
・
海
・
空
士
〜
採

用
試
験
日
の
４
日
前
ま
で

（
２
）
自
衛
隊
生
徒
〜
平
成　

年
１８

　

月
１
日
〜
平
成　

年
１
月
９

１１

１９

日

��
�
�
�
�
�

（
１
）
２
等
陸
・
海
・
空
士

○
平
成　

年
１
月　

日
（
日
）
予

１９

２１

定
（
３
次
募
集
）

○
平
成　

年
２
月　

日
（
日
）
予

１９

１８

定
（
４
次
募
集
）

（
２
）
自
衛
隊
生
徒

○
平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

１９

１３

○
平
成　

年
１
月　

日
（
金
）
か

１９

２６

ら　

日
（
月
）
の
間
の
１
日

２９

�
�
�
�

自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部　

松

前
地
域
事
務
所
（�
　

－

３
７
７

４２

４
） �

�
�
�
�
�
�
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　移動町長室は、町長自らが広く町民の皆様方

の声を伺うために開設するものです。

　どうぞお気軽にお越しください。お待ち申

し上げております。

�����

 ◆　１２月５日（火）

 　　大島支所　 午前１０時～正午まで

 ◆　１２月１９日（火）

 　　小島支所　 午後１時～午後３時まで

 ◆　１２月２６日（火）

 　　大沢支所　 午後１時～午後３時まで

� �������������
������

　この要綱は、町税や国民健康保険税などの滞納に関して税
の公平という観点から、滞納されている方に対して納付指導
を行うものです。
　税については長期的に滞納をされているような方には、手
続きに従って納付指導を行いますが処理困難な場合は「渡島
地方税滞納整理機構」で処理されていくという措置にもつな
がるものです。
　また、町営住宅使用料・奨学資金貸付金が滞納されている
方は、連帯保証人にも催促いたします。水道料金・保育料・
学校給食費などについても、それぞれの手続きにしたがって、
納付指導を行うことになります。

※「渡島地方税滞納整理機構」とは、渡島地方支庁１市９町
が構成団体となり、市町村で困難な税の滞納に係る事案を引
き受け、財産（給与や預貯金・不動産など）の差し押さえや
公売等の強制的な処分により地方税の徴収を行う一部事務組
合（特別地方公共団体）です。
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◇
金
一
封

○
井
田
タ
ツ
子　

様
（
字
大
磯
）

○
木
村
満
里
子　

様
（
字
博
多
）

○
三
上　

セ
ツ　

様
（
字
博
多
）

○
伊
藤　

伸
弥　

様
（
字
福
山
）

○
レ
ス
ト
ラ
ン
浦
里

　
　
　
　
　
　
　

大
西　

仁　

様

○
三
井
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

松
前
営
業
部　

様
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�
	



◇
金
一
封

〇
伊
藤　

武
樹　

様
（
字
江
良
）

○
小
林　
　

啓　

様
（
字
大
磯
）

○
古
川　

タ
ミ　

様
（
字
大
磯
）

○
木
村
ツ
ギ
エ　

様
（
字
博
多
）

○
木
村
満
里
子　

様
（
字
博
多
）

○
伊
藤　

伸
弥　

様
（
字
福
山
）
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.e-m
atsum

ae.com
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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（　）内は前月との比較増減 
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字館浜　�橋潤一郎
　　　　柴谷　　薫（字愛宕）

字建石　森本　貴志
　　　　岡本恵利子（字白神）

字豊岡　工 　光洋
　　　　國田　和子（北斗市）

字静浦　佐藤　 寧  音 （謙太）
ね おん

字建石　小林　 璃  音 （康之）
り おん

字愛宕　西山　 結  萌 （寿寛）
ゆ め

字白神　川内谷 優  太 （仁試）
ゆう た

�����
字江良　伊 ミヨノ（９４）
字清部　目谷市太郎（８８）
字茂草　堀川　榮作（７３）
字静浦　石山　武雄（７３）
字建石　石山 太郎（８８）
字建石　奥山ヲサヨ（９６）
字建石　小林　ふみ（８５）
字建石　古川富太郎（８６）
字大磯　井田　　弘（８５）
字弁天　齊藤恭仁子（７０）
字博多　木村　堅一（６５）
字博多　三上　力夫（７９）
字福山　伊 　トク（９５）
字豊岡　佐藤　勝幸（５２）
字豊岡　鈴木　 一（７５）
字朝日　小林　榮子（７１）
字朝日　船木　冨雄（６６）
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１人当たりの給与費
Ｂ／Ａ

給　　　　　　　与　　　　　　　費職員数
Ａ区　分

　　　計　　Ｂ期末勤勉手当職員手当給　　料

千円

６,０４２
千円

９００,２８７
千円

２３８,８６３
千円

７４,３５７
千円

５８７,０６７
人

１４９１８年度

（注）１　職員手当には退職手当は含まれていません。
　　　２　給与費は当初予算に計上された額です。

�������	
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（参考）　　　　
前年度人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ

人　件　費
Ｂ

実質収支歳　出　額
Ａ

住民基本台帳人口
（１６年度末）区　分

％

２４.４
％

２５.２
千円

１,３５６,９７９
千円

３３,６３３
千円

５,３９２,９２８
人

１０,５１５１７年度

�������	
���
�����

（注）「一般行政職」欄には、他に区分されない職種も含めています。
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離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職
採　用

区分

職種 合　計
免　　　職退　　　　　　　　　　職

失職懲戒分限任期満了死亡普通勧奨定年

１０６４一 般 行 政 職

９７２４医 療 職

１１技 能 労 務 職

教 育 職

２０７８５４　 合　 計　

（１００.０％）（３５.０％）（４０.０％）（２５.０％）（構成比）
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平成１７年平成１２年

８７.３９８.１松　前　町

９３.７９６.２全 国 平 均

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

円

３５７,４８６
円

３２７,６００
歳

４５.１松前町

円

３８２,０９２
円

３２９,７２８
歳

４０.３国

（注）１　「平均給料月額」とは、１７年４月１日現在における職員の基本給の平均です。
　　　２　松前町では給料の独自削減を行っていますので、削減後の額です。
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国松　前　町
区　　　分

２年後の給料初任給２年後の給料初任給
１８３,８００ 円１７０,２００ 円１７２,７７２ 円１５９,９８８ 円大学卒

一般行政職
１４８,０００ 円１３８,４００ 円１３９,１２０ 円１３０,０９６ 円高校卒

※松前町では、給料の独自削減を行っていますので、削減後の額です。
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経験年数１５年以上～２０年未満経験年数１０年以上～１５年未満経験年数７年以上～１０年未満区　　　分

２８７,２００ 円２３５,６００ 円－大学卒

一般行政職

２５０,７００ 円２１７,０００ 円１９２,７００ 円高校卒

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数です。

平均給与額に、
期末・勤勉・寒
冷地手当は含ま
れません。
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　ラスパイレス指数とは、国家
公務員の給与水準を１００とした
場合の、地方公務員の給与水準
を示す指数のことです。



構成比職員数標準的な職務内容区分

２.０％３人主事・技師・保育士・保健師１級

２.７％４人主事・技師・保育士・保健師２級

２６.８％４０人主幹・主査・主任・技師・保育士・保健師３級

１６.１％２４人課長・参事・主幹・主査・主任・技師・保育士・保健師４級

３１.５％４７人課長・参事・主幹・主査５級

１４.８％２２人課長・参事・主幹６級

６.０％９人課長・参事７級

１００％１４９人合　　　　　計

（注）１　松前町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
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国松　　　前　　　町

（１７年度支給割合）
　　　期末手当　　　　勤勉手当

　　　３.０月分　　　　 １.４５月分

（１７年度支給割合）
　　　期末手当　　　　勤勉手当

　　　３.０月分　　　　 １.４５月分
（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置

有り

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置

有り

�
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２８,８６９ 千円支給実績（１７年度決算）
１４１ 千円職員１人当たり平均支給年額（１７年度決算）

�������	
�

全　　職　　種区　　　　　　　分
３４,２８３ 千円支給実績（1７年度決算）
６４６,８４９ 円支給職員１人当たり平均支給年額（１７年度決算）

２４ ％職員全体に占める手当支給職員の割合（１７年度決算）
代表的な手当の名称：医学研究調査手当・手術手当・病理細菌業務手当・夜間看護等業務手当

�
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国の制度と
異なる内容国の制度との異同内容及び支給単価手当名

同

①配偶者　１３,０００円
②配偶者以外の扶養親族
　　配偶者なしの１人目　１１,０００円
　　２人まで　　１人６,０００円又は６,５００円
　　３人目から　１人５,０００円
③１５歳に達する日後の最初の４月１日から２２歳に達する日後
　最初の３月３１日までにある子　１人５,０００円加算

扶養手当

同

①家賃の額が１２,０００円を超える借家等の場合 
　家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
②自宅の場合　２,５００円
　新築又は購入から５年を経過するまでの間に限る

住居手当

自動車等使用
の場合は、　
国の約１.７倍 

異
①交通機関等利用者　１か月当たりの運賃等相当額
　５５,０００円を限度に支給
②自動車等使用者　通勤距離に応じて２,０００円～３２,６００円

通勤手当

給料の５％管理職手当

同

①世帯主で扶養親族のある職員　２２,５４０円／月
②その他の世帯主である職員　　１２,８６０円／月
③世帯主でないその他の職員　　 ８,６００円／月
　※毎年１１月から翌年３月までの５か月を支給

寒冷地手当

�������	�
����
�
���������

国の制度（支給率）支給対象職員数支　給　率支給対象地域
１８％－１８％１級地（東京）
３％１人３％６級地（札幌）

１２５千円支給実績（１７年度決算）

�������	�
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国松　　　前　　　町
勧奨・定年自己都合（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
３０.５５月分２３.５０月分勤 続２０年３０.５５月分２３.５０月分勤 続２０年
４１.３４月分３３.５０月分勤 続２５年４１.３４月分３３.５０月分勤 続２５年
５９.２８月分４７.５０月分勤 続３５年５９.２８月分４７.５０月分勤 続３５年
５９.２８月分５９.２８月分最高限度額５９.２８月分５９.２８月分最高限度額

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置　２～２０％

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置　２～２０％
・勧奨退職時のみ８号俸昇給
１人当たり平均支給額　　　　　　１７,８４９ 千円 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。
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給料月額 
　行政職給料表　１級～２級：６％　　３級：８％　　４級～７級：１０％の減額
　医療職給料表　１級～２級：６％　　３級：８％　　４級～６級：１０％の減額
期末・勤勉手当
　　主事相等職：５％
　　主任・主査：１０％　　

支給額から職務に応じた率でそれぞれ減額しています。　　主幹　　　：１２％
　　課長等　　：１５％

�
�
�
�
�
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区　　　　　　　　分

６５６,０００ 円町 長
給
料 ５２０,０００ 円助 役

４７２,０００ 円教 育 長
２５７,０００ 円議 長

報
酬 ２００,０００ 円副 議 長

１７６,０００ 円議 員
（１８年度支給割合）

期
末
手
当

３.８０月分町 長
３.９０月分助 役
４.００月分教 育 長
４.２５月分議 長
４.２５月分副 議 長
４.２５月分議 員

（算定方式：４年間につき）
退
職
手
当

在職年数×支給率（５３１.３／１００）町 長
在職年数×支給率（３３５.５／１００）助 役
在職年数×支給率（２９３.７／１００）教 育 長

�������	
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主 な 増 減 理 由対前年
増減数

職　員　数区分
部門 平成１８年平成１７年

退職者不補充△  ７１２６人１３３人一般行政部門
図書館業務の民間委託△  ２２６人２８人教育委員会部門

０８人８人水道事業部門
退職者不補充△  ２５５人５７人病院事業部門

△ １１２１５人２２６人合　　計

�������	
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平成２３年４月１日現在
における目標職員数　数値目標

計　　　画　　　期　　　間
終　　　期始　　　期

１３４人１９人（１２.１％）の純減平成２３年４月１日平成１８年４月１日

��������	
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���
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※　特別職・議会議員については、給料・報酬の
独自削減を行っていますので、削減後の額です。

※　特別職・議会議員の期末手当に係る加算措置
があります。

※　期末手当は、議会議員１５％、町長２５％、助役
２０％、教育長１８％をそれぞれ支給額から減額し
ています。
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計
５６歳～

５９歳

５２歳～

５５歳

４８歳～

５１歳

４４歳～

４７歳

４０歳～

４３歳

３６歳～

３９歳

３２歳～

３５歳

２８歳～

３１歳

２４歳～

２７歳

２０歳～

２３歳

２０歳

未満
区分

人人人人人人人人人人人人Ｈ１３年度

職員数 ２６８２２３１４８４８２５２０２５２３１９６１
人人人人人人人人人人人人Ｈ１８年度

職員数 ２１５３２３１４１１９２２２３２１１７４４１
％％％％％％％％％％％％

構成比
１００.０１４.９１４.４１９.１８.８１０.２１０.７９.８７.９１.９１.９０.５

������������	
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教育職員一般職員

３８時間４５分３８時間４５分

��������	
�

休息時間休憩時間終了時間開始時間

１２時４５分～１３時００分
１２時００分～

１２時４５分
１７時３０分９時００分

��������	
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平均使用日数（a）／（b）全対象職員数（b）総 使 用 日 数（a）1人年間付与日数

１０.３日１０８人１,１１３日２０日
（注）　全対象職員とは、平成１７年１月１日から平成１７年１２月３１日までの全期間に在職した一般職

員に限り、当該期間の中途に採用された者及び退職した者並びに当該期間中に育児休業、休
職の事由がある職員並びに派遣職員を除くものとし、それらの職員を除いた職員の使用した
年次有給休暇の合計数を総使用日数としています。

（病院職員を含む全職員）
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付与日数 種　　　　　　　　　　　　　類

必要と認める期間１　骨髄提供のための休暇

５日以内 ２　ボランティア休暇

６日以内３　結婚

１日２回１回１時間以内４　育児時間

３日以内５　妻の出産

１０日配偶者６　親族の葬儀等に係る休暇

７日父母

５日子

３日祖父母

１日孫

３日兄弟姉妹

１日おじ又はおば

３日父母の配偶者又は配偶者の父母

１日子の配偶者又は配偶者の子

１日祖父母の配偶者又は配偶者の祖父母

１日兄弟等の配偶者又は配偶者の兄弟等

１日おじ又はおばの配偶者

３日以内７　夏季休暇

５日以内８　子の看護のための休暇

必要と認める期間９　就業禁止（労働安全衛生法第６８条に基づくもの）

１２月３１日及び
１月１日～１月５日まで

１０　年末年始の休み

３０日以内(無給)１１　職員団体の事務従事（組合休暇）

１日以内１２　家族の法要（死亡後１５年以内）

必要と認める期間１３　公民権行使休暇

８週間１４　産前休暇

８週間１５　産後休暇

７日以内１６　災害事故休暇

必要と認める期間１７　災害時出・退勤休暇
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部分休業取得者数育児休業取得者数

－－男性職員

－２人女性職員
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平成１７年度の取得実績はありません。
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期　間受講者数研　　修　　名
１年間１人北海道研修
１年間１人渡島町税滞納整理機構派遣
４日４人退職者ライフプランセミナー
３日１人渡島町村会中級職員研修会
１日５６人公務員倫理について
２日１人渡島・桧山地区法務研修会
１日１人個人情報セキュリティ講習会
３日１人地方自治体職員等国際協力実務研修
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平成１７年度中に懲戒処分をうけた職員は、減給処分１人です。
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平成１７年度末
未認定件数

平成１７年度中認定状況平成１７年度中
申請件数

区　分
計公務外公務上

－１－１１公務災害

－－－－－通勤災害

－１－１１合計
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　松前町独自の職員の厚生福利については、職員互助会を設置して実施して
いますが、運営については職員の会費により行っています。
　互助会の主な事業としては、「職員新年会」「職員に係る慶弔費」などです。
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１　勤務条件に関する措置の要求の状況

該当なし

２　不利益処分に関する不服申し立ての状況

該当なし


